
　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
考
古
學
の
栞

π
所
に
よ
っ
て
、
東
洋
史
殊
に
塞
外
地
方
の
歴
史
の
研
究

に
從
脱
し
・
て
居
る
も
の
が
、
競
藩
主
こ
し
て
如
何
な
る
方

面
に
努
力
し
、
そ
の
學
問
の
趨
勢
が
如
何
な
る
方
向
を
取

っ
て
居
る
か
の
一
班
を
窺
ひ
得
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
る
、

着
雪
を
研
究
し
、
こ
れ
に
依
て
支
那
以
外
の
東
洋
諸
國
の

兜
蹟
を
探
る
外
に
、
落
去
に
得
ら
れ
セ
る
、
潜
し
く
は
得

ら
る
べ
き
此
等
諸
國
の
更
料
の
研
究
に
よ
っ
て
、
從
來
の

　
　
　
　
　
　
第
二
　
號
　
　
　
　
岬
八
山
ハ
　
（
二
六
二
）

知
識
の
上
に
一
歩
を
遡
め
や
う
こ
し
て
居
る
に
急
な
ら

ぬ
、
從
っ
て
こ
れ
が
研
究
者
に
取
っ
て
は
帯
く
可
ら
ざ
る

第
一
の
武
器
は
言
語
の
知
識
で
あ
っ
て
、
こ
れ
無
く
ば
殆

ん
ご
如
上
の
大
勢
に
伶
ふ
て
研
究
の
歩
を
進
め
る
こ
ξ
は

不
可
能
な
る
の
み
な
ら
す
、
折
角
漢
吏
に
記
さ
れ
て
居
る

こ
電
を
正
し
く
三
献
す
る
こ
ご
も
ま
セ
畳
異
な
い
ご
言
は

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
）

羅

纂

考
　
古
　
學
　
の

　
第
島
章
　
　
資
　
　
斜

　
　
　
　
幽
、
　
遣
物
ぜ
遣
江
跡

　
　
ヨ
　
ゆ
　
　
　
　
　
ゆ
　
ず

一
四
、
考
古
畢
の
資
料
　
狡
義
の
更
學
が
主
こ
し
て
文
書

栞丈
墨
士

（
第
二
回
）

濱

田

耕

作

記
録
等
文
字
に
よ
り
て
記
さ
れ
た
る
内
容
を
資
料
ビ
し
て

研
究
す
乃
に
封
し
、
考
古
學
は
人
類
の
残
し
π
る
物
質
的

軽
物
（
最
鳶
壁
＝
き
ご
ぢ
ω
）
を
其
の
研
究
の
材
料
ξ
す
る



こ
ご
は
巳
に
之
を
述
べ
罵
り
。
然
ら
ば
此
の
物
質
的
選
物
　
　
　
人
畏
除
活
の
駿
態
、
丈
化
の
程
度
を
ト
で
る
に
簸
も
必
要
怠
ろ
資
料
六

ご
は
如
何
な
る
も
の
を
指
す
か
ご
云
ふ
に
、
金
石
土
木
り
　
　
る
重
言
を
縦
れ
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛
宙
。
げ
　
⑨
㊧
2

類
よ
り
成
れ
る
建
築
物
彫
刻
縮
襟
の
如
き
美
術
品
は
固
よ
　
　
一
五
、
遺
物
の
存
在
蛎
所
　
さ
て
此
等
考
古
學
的
資
料
の

り
、
各
種
の
工
藝
品
等
人
類
の
意
識
的
に
製
産
し
淀
る
一
　
形
歌
性
質
は
、
千
態
萬
歌
を
極
め
．
其
の
存
在
の
蕩
筋
に

切
の
室
間
的
在
在
を
有
す
る
物
件
を
網
羅
し
て
、
其
の
類
至
り
て
も
亦
π
一
々
相
同
じ
か
ら
す
。
或
は
水
中
に
存
づ

を
恵
む
こ
ご
無
し
。
轟
沈
人
類
及
家
蓄
其
者
の
遽
二
叉
だ
　
る
こ
ご
瑞
西
湖
底
の
新
石
器
時
代
の
遺
物
、
伊
太
利
子
ミ

糞
尿
等
の
排
泄
物
ご
雛
も
共
の
中
に
包
含
す
る
の
み
な
ら
　
湖
底
の
羅
馬
蒔
代
の
楼
船
の
如
き
、
又
だ
希
臓
キ
タ
ラ
海

す
、
其
の
無
意
識
的
に
直
し
π
ム
足
跡
尋
澤
の
痕
を
も
逸
　
中
よ
う
螢
見
せ
る
大
理
石
、
銅
像
の
如
き
あ
り
、
或
は
依

す
暴
き
に
撮
す
Q
而
か
も
此
等
の
考
古
學
的
資
料
は
他
の
　
然
こ
し
て
地
上
に
存
す
る
こ
ご
、
埃
及
の
ビ
ラ
メ
ツ
ド
、

禽
鳥
科
學
の
資
料
の
如
く
、
同
性
質
若
く
は
近
似
の
性
質
　
英
國
の
ス
ト
ン
叙
ン
ヂ
の
如
き
あ
り
。
然
“
ざ
も
一
時
地

を
有
す
る
資
料
を
螢
見
す
る
こ
ご
困
難
な
る
を
以
て
、
實
　
上
に
存
在
せ
し
も
の
が
、
或
は
風
浪
に
破
壊
せ
ら
れ
て
、

瞼
の
材
料
詐
る
に
適
せ
ざ
る
も
の
多
き
は
、
稽
々
其
の
性
　
其
上
に
有
…
機
物
の
構
成
せ
る
士
壌
を
生
じ
r
．
或
は
騰
ハ
火
流

質
を
他
の
臼
然
科
學
ご
異
に
す
る
所
な
り
こ
す
○
　
　
　
　
砂
の
覚
め
等
各
種
の
源
因
に
よ
り
、
今
や
地
下
に
燦
め
ら

　
班
及
炭
化
物
の
藝
兇
は
人
類
の
棲
息
建
居
ぜ
ろ
を
謹
す
る
最
暇
膚
力
菰
　
れ
柁
る
も
の
最
も
多
し
Q
而
か
も
此
の
土
砂
は
人
類
の
弓

懸
雛
魎
灘
鞭
繋
影
舞
ほ
鴛
嚇
．
物
を
保
奪
る
こ
叢
も
確
響
、
且
つ
永
久
的
の
も
の

　
之
を
学
謹
書
の
存
活
躍
み
養
料
甚
り
糞
孝
ン
に
し
’
し
、
塞
間
に
馬
飼
し
，
人
間
に
傳
馴
す
る
も
の
は
、

　
氏
、
カ
セ
ー
第
二
巻
」
六
二
喜
其
他
家
若
の
懇
到
の
怠
在
ぽ
、
共
の
　
風
雨
火
災
其
他
人
類
の
意
識
的
無
意
識
的
の
破
壌
力
に
よ

　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
　
纂
㌧
　
考
古
學
の
栞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
八
七
　
（
二
山
ハ
三
）



第
三
巻
ド
　
離
　
纂
　
　
考
古
學
の
栞

’

り
て
、
早
く
山
］
失
す
る
の
蓮
命
を
有
す
る
こ
ご
常
な
り
。

　
　
埃
及
及
び
支
那
ま
茸
其
鼠
戸
等
の
乾
燥
也
ろ
沙
漠
串
に
埋
浸
ぜ
ろ
瀧
物

　
に
、
紙
織
物
等
の
如
き
に
箆
う
ま
で
、
頗
る
完
全
に
保
春
ぜ
ら
る
・
拭

　
　
入
の
知
ろ
所
躍
り
。
叉
六
全
く
水
中
に
埋
門
ぜ
う
も
の
も
、
瑞
西
湖
底

　
　
の
膓
合
の
如
く
、
噺
石
器
三
代
の
織
物
、
其
他
木
製
角
製
の
も
の
保
存

　
　
ぜ
ら
ろ
・
こ
ミ
勘
な
か
ら
す
い
要
す
る
に
外
註
に
接
騨
し
、
灘
氣
に
波

　
　
害
ぜ
ら
る
・
も
の
は
、
最
も
早
く
破
子
濾
減
に
逃
す
可
き
も
の
に
し
て
、

　
　
習
人
が
土
中
よ
り
嚢
掘
む
れ
慶
多
鍛
の
考
古
心
的
費
料
か
、
毎
迄
土
6
3

　
　
に
存
在
ぜ
し
年
鍛
よ
叫
も
遽
に
短
き
年
数
の
中
に
破
地
髪
ら
、
る
》
を
豫

　
　
激
す
ろ
時
は
、
之
が
保
葎
溢
に
普
癒
す
る
ミ
同
時
に
、
研
究
の
効
果
を

　
　
墨
ぐ
る
に
諜
す
ん
ば
共
の
婁
掘
の
羅
過
を
償
ふ
能
は
ざ
る
を
知
る
可
き

　
　
賦
ぢ
。

　
　
　
　
　
の
　
ゆ
　
の
　
る

十
六
、
濾
物
ε
遺
跡
　
老
・
古
町
的
資
料
は
普
麺
分
っ
て
遺

物
ご
逡
跡
の
こ
ご
な
す
。
暴
れ
ご
も
此
の
礒
別
π
る
や
、

全
く
便
宜
上
常
識
的
の
も
の
に
過
ぎ
す
し
て
、
両
者
の
問

裁
然
こ
し
て
匿
些
し
得
可
き
に
非
ら
ざ
る
な
り
わ
遺
物
ご

は
通
常
形
体
大
な
ら
す
し
て
、
位
遣
を
墾
更
運
搬
し
得
き

も
の
、
例
へ
ば
一
個
の
陶
壷
石
斧
銅
劔
等
の
如
き
も
の
を
、

第
二
號

↓
八
八
　
　
（
ご
山
ハ
四
）

云
ひ
、
．
遺
跡
ご
は
形
体
大
な
る
遅
速
、
若
し
く
は
遺
物
の

一
群
に
し
て
、
蓮
撤
す
る
こ
ご
の
困
難
不
能
な
る
こ
ご
、

家
屋
城
塞
墳
墓
騨
の
妬
き
も
の
を
言
ふ
、
然
れ
こ
も
遺
跡

ご
難
も
多
大
な
る
勢
力
を
用
ふ
れ
ば
、
位
概
を
愛
更
す
る

こ
ご
強
し
も
不
可
能
な
る
に
帰
す
。
遺
物
ご
難
も
其
の
登

見
の
位
機
を
痩
化
し
て
、
資
料
の
償
億
を
滅
却
す
乃
こ
ご

決
し
て
少
な
ぎ
に
非
す
。
此
の
．
両
者
の
県
別
は
全
く
硬
宜

的
の
も
の
に
過
ぎ
ざ
る
を
知
る
無
し
Q

　
　
静
物
は
輩
｝
に
会
見
煙
ら
る
・
こ
ご
あ
り
。
叉
☆
同
時
に
多
数
の
稲
在

　
　
す
を
ミ
あ
り
、
輩
一
の
瘍
名
ご
雌
も
、
其
の
概
言
的
債
値
大
怠
る
こ

　
　
ミ
無
き
に
奔
ざ
る
も
、
呉
の
最
も
偵
値
あ
る
遺
物
に
、
モ
ン
テ
リ
ウ
ス

　
　
氏
9
囲
。
葺
敷
蕊
）
の
灰
翻
「
フ
ン
ド
」
隔
奪
＆
ミ
稽
す
う
も
の
嫁
り
。

　
　
舶
即
ち
畷
剛
静
時
」
▼
盛
碗
し
羅
れ
∵
ね
・
も
の
ビ
劒
幽
δ
こ
ぜ
を
得
べ
・
鳶
・
睡
一
法
｝
の
下
に
黎

　
　
見
ゼ
ら
れ
れ
ろ
慧
物
の
一
群
を
乏
く
。
（
∪
8
も
D
戸
二
上
ヨ
ρ
譲
o
H
2
回
。
＝
三
〇
州

　
　
亀
・
。
一
身
2
＜
。
吋
7
弩
3
『
切
窪
σ
q
臥
§
ハ
剛
魯
5
．
。
義
讐
の
ぎ
【
剛
　
〔
ず
綴
鑓
硫
。

　
　
磐
嚢
σ
q
互
。
ぎ
。
三
σ
q
昌
坤
巴
①
お
。
器
臓
誕
・
鼠
。
昌
鑓
｛
誓
。
亭
累
£
琶
冒
♂

　
　
ピ
⑦
聾
。
〔
｛
ρ
）
是
れ
は
通
常
住
居
地
墓
地
等
よ
り
の
懐
噛
す
る
も
の
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
て
、
斯
の
如
・
き
澱
物
の
両
々
蛋
見
ぜ
ら
ろ
・
に
從
っ
て
、
澱
物
の
年
代

　
　
を
考
定
す
る
に
窮
力
鴨
る
諮
披
を
紬
る
に
至
る
可
し
．
、
其
の
年
代
考
定

鼻

ド



　
の
次
第
ほ
後
章
之
を
説
く
り

　
　
　
　
轟
、
　
撫
物
の
種
芋

し
　
　
　
　
　
の
　
ゆ
　
み
　
ゅ
　
あ

ナ
七
、
人
類
ご
器
物
　
入
類
ご
他
動
物
ご
異
な
る
黙
多
し

ざ
錐
も
、
漁
る
學
潜
は
其
の
特
徴
の
一
こ
し
て
、
「
人
類

は
器
具
を
使
用
す
る
動
物
な
り
」
（
け
O
O
7
＝
巴
旨
σ
q
P
昌
謬
ご
9
一
）
こ

な
す
も
の
あ
り
。
之
を
嚴
密
に
吟
味
す
れ
ば
或
は
高
等
の

猿
類
に
絶
て
、
多
少
器
具
的
の
意
味
に
木
片
石
片
等
を
使

用
す
る
こ
ご
無
き
に
非
ざ
る
輝
き
も
、
天
然
の
材
料
に
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ロ
ぜ

少
の
加
工
を
な
し
、
適
切
な
る
意
義
に
於
け
る
器
具
を
使

用
す
る
も
の
は
、
人
類
の
外
商
動
物
に
認
む
る
こ
ご
能
は

ざ
る
可
し
Q
蓋
し
人
類
は
他
動
物
に
比
し
て
肉
体
の
器
官

却
っ
て
駿
興
せ
す
、
之
を
補
ふ
に
精
神
的
能
力
を
以
｛
す

る
球
り
。
此
の
騰
力
の
駿
現
の
一
ご
し
て
器
具
を
製
し
肉

体
の
足
ら
ざ
る
所
を
補
ひ
、
足
れ
る
所
を
更
に
充
分
に
す

る
を
得
。
さ
れ
ば
器
鼠
ハ
の
使
用
は
、
人
触
肋
が
他
動
物
，
ご
生

存
競
中
越
裡
に
立
ち
て
優
勝
せ
し
む
可
き
班
要
の
一
條
件

ε
云
ふ
着
き
な
り
。
故
に
考
古
學
的
遺
物
の
最
も
主
要
な

　
　
　
第
一
漏
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
考
古
墨
あ
栞

る
部
分
は
此
の
器
具
を
以
て
莫
の
内
容
こ
な
す
。

　
　
　
ゆ
　
ま
　
ゆ
　
リ
　
タ

　
八
、
器
物
の
材
料
　
入
類
の
未
だ
開
化
の
域
に
回
せ
ざ

る
以
前
に
於
い
。
て
は
金
鶴
の
如
く
圭
こ
も
て
人
駕
的
方
法

を
蜴
し
て
生
産
せ
ら
る
響
き
材
料
を
使
用
す
る
こ
ざ
能
は

す
、
自
然
界
に
於
い
て
最
も
手
近
に
存
在
す
る
木
石
等
の
F

耕
料
を
以
て
器
具
こ
す
る
に
至
る
こ
ご
は
、
黒
影
若
し
く

は
野
蟹
人
の
研
究
に
よ
ゆ
て
も
朋
か
な
る
所
な
り
○
馨
れ

こ
も
此
の
木
筆
等
の
材
料
を
以
て
せ
る
…
器
具
は
其
の
牲
回

避
早
く
朽
滅
し
て
今
U
に
存
す
る
も
の
は
、
後
世
の
製
作

品
に
過
ぎ
す
。
故
に
石
製
及
骨
角
製
の
器
具
ご
が
ム
コ
日
吾

人
の
知
る
こ
ご
を
得
可
き
最
右
の
人
類
の
遺
物
に
し
て
、

次
に
論
る
も
の
は
金
管
製
の
器
其
な
り
Q
此
等
器
具
の
材

料
に
よ
り
て
、
入
類
交
化
の
程
度
を
石
器
時
代
青
銅
器
時

代
鐵
器
時
代
等
に
分
つ
こ
ご
に
煙
し
て
は
、
後
節
別
に
蓮

・
ぶ
る
所
あ
る
興
し
Q

　
　
　
お
　
ぽ
　
の
　
の
　
ゆ
　
ミ

」
九
、
石
器
景
域
骨
器
　
石
器
は
入
類
の
遺
物
中
最
も
古

き
も
の
に
し
て
、
共
の
文
化
の
程
度
最
も
低
き
時
代
の
遺

第
二
號

入
門
　
　
（
二
六
｝
血
）



第
三
巷
　
蕪
纂
　
考
古
學
の
楽

物
な
れ
ば
、
製
作
上
に
人
種
的
民
族
的
若
く
は
個
人
的
性

質
禾
だ
多
く
現
．
は
れ
ざ
る
を
以
て
（
其
の
形
猷
性
質
最
も

普
遍
的
な
る
を
常
こ
す
。
從
っ
て
此
の
遺
物
を
資
料
こ
し

て
音
入
め
研
究
し
得
る
範
園
も
亦
覚
自
か
ら
局
限
せ
ら

る
。

　
石
羅
を
製
作
の
時
代
に
よ
り
　
大
別
し
て
奮
石
器
電
磐
，

罫
8
膏
ど
及
赫
石
器
（
Z
8
浮
ε
の
二
こ
な
す
。
此
の
湿
別

は
軍
に
石
器
の
み
に
よ
る
も
の
に
非
ず
し
て
、
他
の
諸
條

件
を
婁
照
す
る
も
の
な
る
こ
ご
は
後
蓮
の
如
し
。
石
器
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
に
よ
る
分
類
は
即
ち
打
製
（
。
ぼ
岩
群
）
及
び
磨
製
（
唱
。
騨

鴇
。
e
の
両
者
な
り
。
誓
石
器
に
は
打
製
の
も
の
、
み
な

れ
ご
も
、
新
石
器
に
は
打
製
の
外
に
磨
研
を
加
へ
陀
る
も

の
あ
り
。
我
が
日
本
に
於
い
て
は
打
製
磨
製
の
両
虫
類
の

石
器
を
螢
窮
す
る
も
、
共
に
新
石
器
に
厩
し
、
蕾
石
器
ご

認
む
可
き
も
の
未
だ
磯
見
さ
れ
ざ
る
な
り
。
叉
把
蕾
石
器

よ
り
夏
に
古
き
も
の
を
原
石
器
（
両
。
鰹
げ
）
ご
慰
す
。
こ
れ

は
理
論
上
平
の
存
立
を
許
す
碧
き
も
の
な
れ
ご
、
積
極
的

第
二
號

九
〇
　
　
（
二
山
ハ
山
ハ
）

に
人
工
に
よ
れ
る
も
の
な
る
こ
ご
を
讃
す
る
こ
ご
難
し
9

石
器
の
研
究
に
は
其
の
形
状
、
製
作
の
状
態
等
の
外
に
、
石

質
を
注
意
す
る
の
望
め
り
、
断
れ
其
の
原
料
起
る
石
材
の

他
地
方
よ
り
運
搬
せ
ら
れ
托
る
も
の
な
る
を
以
て
な
り
。

　
日
本
に
於
ゼ
て
域
見
て
る
石
器
け
い
、
磨
製
の
も
の
抵
眉
斧
、
属
婆
、
石
厄

　
丁
、
石
鑛
，
石
棒
等
あ
り
。
打
製
り
も
の
に
石
斧
、
石
殊
着
蟻
、
石

　
槍
、
石
ヒ
貯
め
紗
。
共
の
形
状
駄
洲
獲
見
り
も
の
等
、
・
」
大
岡
小
轟
な
サ
。

　
此
の
石
器
等
に
闘
す
る
詳
細
菰
ろ
記
違
ほ
、
今
ま
之
を
一
一
・
ト
附
し
て

　
凡
で
、
齎
圃
柳
備
健
臼
…
漁
の
「
考
害
卵
學
辱
八
太
｝
英
｝
馬
脳
君
　
　
「
n
ロ
本
考
古
寧
奪
ド

　
護
ろ
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絶

骨
角
器
も
古
く
蕾
石
器
時
代
め
中
期
よ
り
存
在
し
、
新
石

器
時
代
に
至
る
ゆ
我
國
に
於
い
て
も
石
器
螢
見
の
遣
跡
殊

に
貝
塚
よ
り
之
を
出
す
。
其
の
種
類
に
は
鈷
、
針
、
鎌
、
弓

筈
、
浮
袋
の
口
等
あ
り
。
凡
て
此
の
石
器
骨
角
器
等
の
研

究
に
際
し
て
、
其
の
如
何
な
る
種
類
の
器
物
が
、
一
遺
跡

に
於
い
て
多
撒
な
る
か
、
之
を
注
意
す
る
こ
ご
は
、
其
の

住
民
の
職
業
習
性
の
研
究
に
資
す
お
研
あ
る
可
し
刃

　
　
　
ゆ
　
じ
り

ニ
○
、
土
器
　
石
製
の
利
器
を
使
用
し
、
食
物
の
樽
酒
を



・

事
こ
せ
る
野
螢

の
人
類
に
あ
り

て
、
衣
に
尤
も

必
要
な
る
器
物

は
飲
食
物
を
貯

藏
し
、
之
を
調
．

理
す
可
ぎ
容
器

な
り
Q
其
の
始

め
は
貝
殻
木
實

の
二
等
の
天
然

物
を
圭
ご
し
て

利
用
せ
し
な
ら

ん
も
、
其
の
耐

久
性
ご
形
歌
容

積
等
の
意
の
如

く
な
ら
ざ
る
も

の
あ
る
を
以
て

第
三
巻
　
　
雑
纂
　
　
考
古
墨
の
栞

器土式紋縄

遽
に
此
等
の
欠
隔
を
補
ふ
臨
き
新
器
物
の
殿
生
を
促
す
に

至
れ
り
。
思
ふ
に
太
古
の
人
類
は
燃
火
の
際
、
其
の
近
傍

の
粘
土
が
自
か
略
堅
く
な
る
を
懇
懇
し
た
る
な
る
可
く
、

粘
土
が
最
も
工
作
に
便
に
し
て
、
且
つ
探
取
に
容
易
な
る

．
材
料
た
る
を
見
る
に
及
ん
で
、
逡
に
土
器
の
製
作
を
案
出

せ
る
に
至
れ
る
は
自
然
の
勢
な
り
。

　
土
器
の
形
歌
の
共
の
始
め
は
果
實
の
穀
等
の
自
然
物
を

模
し
だ
る
が
、
後
漸
く
其
の
利
用
の
目
的
に
從
っ
て
特
殊

の
形
式
を
螢
翻
せ
り
。
其
の
原
始
的
製
作
法
に
凡
そ
四
種

あ
．
り
。
（
一
）
は
綴
り
窪
め
法
、
（
一
・
ご
は
藍
塗
り
法
、
（
三
）

は
憲
き
上
げ
法
、
（
四
麗
し
上
げ
法
興
れ
な
り
。
後
漸
く

蠣
轄
を
用
み
る
こ
ご
登
見
せ
ら
る
。
而
し
て
土
器
の
出
現

．
は
人
類
丈
化
の
登
達
上
一
大
縛
機
を
與
へ
だ
る
も
の
冠
し

て
、
懸
者
多
く
、
之
を
以
て
野
蟹
（
沼
奉
α
q
①
藁
）
ご
牢
開

（ぴ

X
8
巴
訂
）
昌
こ
の
輝
別
を
な
す
の
町
並
こ
せ
り
Q
即
ち

此
の
飲
食
物
は
貯
藏
調
理
す
る
の
器
用
あ
b
て
以
來
、
人

類
は
日
々
食
物
の
探
取
に
の
み
身
紳
を
農
消
す
る
の
外
、

　
　
　
　
　
　
　
第
二
　
號
　
　
　
　
九
一
　
（
二
山
ハ
・
七
）



第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
考
古
學
の
栞

之
を
他
方
面
に
用
み
る
こ
ご
を
得
る
に
至
れ
る
を
以
て
な

り
。
さ
れ
ば
農
業
牧
蓄
の
調
達
は
先
づ
土
器
の
螢
明
を
豫

忽
せ
ざ
る
可
か
ら
す
。
漱
洲
に
於
い
て
土
器
の
現
は
れ
し

は
、
．
新
石
器
時
代
の
初
ぬ
に
し
て
、
爾
來
其
の
製
作
術
は

次
第
に
進
歩
し
て
、
遽
に
陶
器
磁
器
こ
な
り
、
現
代
に
於

い
て
も
、
入
類
生
活
上
灘
も
緊
要
な
る
器
用
の
一
部
を
な

す
。

　
　
　
　
　
ゆ
　
む
　
ヨ
　
　
　
　
ゆ

二
一
A
土
器
ご
考
古
學
　
土
器
の
材
料
π
る
粘
土
は
年
庭

を
経
る
も
破
滅
す
る
こ
ご
無
く
、
金
屡
大
理
石
等
の
如
く
、

後
ち
之
を
他
に
利
用
す
る
の
便
な
き
を
以
て
、
其
の
今
日

に
遺
存
す
る
分
量
尤
も
多
し
。
且
つ
其
の
形
状
の
多
様
に

し
て
、
愛
化
の
急
激
な
る
こ
ご
は
、
考
古
學
の
研
究
資
料

ご
し
て
尤
も
二
値
の
大
な
る
所
以
に
し
て
讃
歌
、
紋
様
及

び
製
作
法
の
三
方
面
を
考
察
す
る
を
要
す
。
ペ
ト
リ
ー
敷

授
は
土
器
を
以
て
．
，
国
。
。
ω
o
＆
包
巴
喜
ρ
σ
o
け
o
h
聖
9
9
0
9
？

びq

c
、
．
ご
言
は
れ
π
る
洵
に
以
あ
る
な
ヶ
。
又
托
セ
イ
ス
博

士
（
o
り
竃
8
）
は
曰
く
「
地
質
學
者
が
化
石
に
よ
り
て
地
上

第
　
二
　
一
癖
　
　
　
　
九
二
　
　
（
二
六
八
）

弩

目土早生彌
に
出
現
せ
る
生

物
の
歴
史
を
回

す
る
が
如
く
、

考
古
學
者
は
三

審
を
正
當
に
解

鐸
し
て
．
人
類

の
過
去
の
歴
史

を
明
に
す
る
永

露
な
る
讃
慧
こ

な
す
。
・
：
…
…

土
器
の
研
究
は

實
に
考
古
學
的

年
代
の
副
錨
こ

な
る
は
決
し
て

怪
し
む
．
を
要
せ

す
。
科
學
的
野

只
者
の
第
一
目

奄



的
は
、
其
の
登
見
せ
る
土
器
の
順
序
を
定
め
、
之
を
他
所

に
て
獲
見
せ
ら
れ
π
る
同
種
の
遺
物
こ
の
關
係
を
明
に
す

る
に
在
り
。
さ
れ
ば
科
學
的
直
前
に
は
、
先
づ
何
よ
り
も

最
初
に
、
其
の
登
掘
せ
る
一
見
無
儂
値
の
如
き
土
器
の
破

片
を
、
一
々
精
細
に
超
勤
記
録
す
る
に
在
り
ご
云
は
ざ
る

可
か
ら
す
－
」
ご
。
蓋
し
歪
言
な
り
◎
（
・
。
3
．
8
了
♪
H
。
プ
p
。
。
、

ざ
σ
Q
k
c
h
ρ
5
直
∂
「
導
ぎ
頓
。
島
）
ユ
○
昌
℃
℃
・
鴇
一
熔
）

　
土
器
の
種
類
性
状
は
各
誌
相
尉
ご
か
ら
す
ε
錐
も
、
共
の
原
始
的
の
も

　
の
に
誕
り
て
に
、
彼
是
相
類
す
る
も
の
少
猛
か
ら
す
ぐ
此
等
の
土
器
に

　
闘
す
る
認
蓮
は
今
ま
藪
に
之
を
試
む
る
の
暇
な
し
、
・
廉
も
、
我
國
に
於

　
　
け
る
古
代
の
土
器
は
凡
そ
三
種
あ
り
．
〈
一
）
は
縄
違
式
土
器
重
し
て
禰

　
器
ご
俘
読
む
て
貝
塚
等
よ
擁
獲
見
煙
ら
る
も
の
、
（
二
）
は
彌
蕉
式
土
器

　
　
良
し
て
石
壁
葎
ひ
或
は
燈
庸
器
を
も
共
に
饗
見
丁
、
（
三
）
α
既
雛
土

　
　
器
に
し
て
主
ミ
し
て
古
墳
よ
り
狡
見
す
る
も
の
塞
咳
、
（
一
）
は
普
雛
ア

　
イ
・
ヌ
の
瓢
先
の
ゴ
ず
に
成
れ
る
も
の
嘘
考
へ
ら
れ
、
（
三
）
は
古
代
｝
日
本
人

　
　
の
土
器
に
し
て
、
其
の
窯
法
は
朝
鮮
を
経
て
紙
入
ぜ
ら
れ
れ
る
支
那
漢

　
識
の
あ
ε
な
す
。
而
か
も
第
二
接
肯
で
に
或
昊
盲
本
人
の
も

　
φ
こ
な
し
、
或
は
隼
人
民
族
の
も
の
亡
慧
で
e
然
れ
、
ε
も
學
看
の
特
に
．

　
純
意
す
可
き
こ
ご
は
、
土
器
の
差
異
ほ
常
に
入
費
の
差
異
を
語
る
も
の

　
　
　
第
三
懸
　
雑
纂
考
古
學
の
桑

　
．
に
非
マ
、
同
一
八
稀
に
し
て
各
種
の
專
情
に
よ
り
頗
る
異
種
の
土
器
を

　
製
作
す
る
ド
至
る
こ
ご
珍
し
か
ら
す
．
．
ク
リ
ー
ト
島
の
考
古
學
に
於
い

　
て
見
る
が
如
こ
。
我
が
土
蛙
F
生
す
る
吾
人
の
考
訊
は
別
に
機
を
得
て

　
蓮
ぶ
る
こ
ε
あ
る
可
・
し
G

　
　
　
ま
　
　
　
み

二
一
、
金
屡
器
　
命
薦
を
利
器
の
材
料
こ
し
て
使
用
す
る

こ
ご
は
土
器
の
螢
助
に
次
ぎ
て
、
人
類
の
白
化
添
上
に
於

け
る
一
大
縛
機
な
り
9
金
隣
製
の
利
器
が
鏡
利
に
し
て
三

つ
永
久
的
使
用
に
堪
ね
、
職
箏
に
重
て
も
狩
倉
に
於
い
て

も
、
此
の
利
器
の
使
翔
者
が
常
に
優
勝
な
る
位
置
を
占
む

る
こ
ご
は
言
を
侯
π
す
○
金
属
の
う
ち
入
類
の
文
化
に
最
内

も
飾
気
な
る
閣
係
を
有
す
る
も
の
は
、
銅
鐵
及
青
銅
（
銅

ご
錫
こ
の
合
金
）
の
三
者
に
し
て
、
之
を
文
化
金
属
（
淵
⊆
一
，

叶
貸
営
馨
巴
）
　
ご
云
ふ
。
黄
金
の
如
き
黄
金
罵
は
純
輝
の
状

態
に
て
螢
見
せ
ら
る
＼
こ
ご
あ
ち
、
早
く
よ
り
入
類
の
用

み
る
ε
こ
ろ
な
り
し
も
、
人
文
の
登
展
に
興
る
こ
ご
大
な

ら
キ
b
鐵
は
皐
く
酸
化
し
て
錆
こ
な
b
器
物
の
形
朕
を
失

ふ
こ
ご
常
な
る
も
、
錆
自
身
は
永
久
罵
遺
存
す
る
を
以
て
、

燈
影
の
登
掘
者
の
周
到
な
る
注
意
に
よ
り
て
之
を
知
る
・
、

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
九
三
（
二
六
九
）

戸

宮

・
　
甲



第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
考
古
學
の
栞

ご
を
得
可
く
、
銅

及
青
銅
は
冷
色
の

錆
を
生
す
る
も
長

く
地
中
に
保
存
せ

ら
る
。
文
化
金
馬

中
銅
最
も
早
く
知

ら
れ
、
次
い
で
青

銅
の
合
金
法
螢
見
．

せ
ら
れ
．
鐵
は
最

後
．
に
其
の
使
用
顯

著
こ
な
れ
り
。
．
此

等
金
属
の
始
め
て

登
見
せ
ら
れ
π
る

地
方
其
他
に
就
き

て
は
、
後
節
利
器

の
材
料
に
よ
る
時

　
　
　
し
ヨ
　
　
　
モ
　
ロ
し
ゅ
ア
エ

代
一
分
を
述
ぶ
る

蕪
．
、

耀
　

鰯
部土器

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
．
九
四
　
（
ご
七
り
）

際
に
譲
る
。
要
す
る
に
金
黙
黙
の
考
古
學
的
資
料
こ
し
て

の
債
値
は
石
器
に
比
し
て
遙
に
優
る
も
の
あ
り
、
民
族
地

方
時
代
等
の
差
異
に
本
く
製
作
の
攣
化
野
π
頗
る
著
し
き

も
の
あ
り
ご
錐
も
同
時
に
儒
造
模
造
の
類
漸
く
多
き
を
注

意
せ
ざ
ぢ
可
か
ら
す
。

　
　
　
む
　
の
　
カ
　
ゆ
　
　
る
　
セ

ニ
三
、
彫
刻
給
書
其
他
　
石
製
余
屡
製
の
利
器
及
土
製
の

容
器
は
多
く
實
際
的
必
要
に
本
く
器
具
な
れ
ぜ
、
も
、
人
類

は
早
く
醤
石
器
時
代
の
中
期
よ
b
宗
郵
貯
美
術
的
の
作
品
画

を
残
し
、
其
の
手
法
驚
ぐ
耀
き
も
の
あ
り
。
此
等
の
遺
物

が
考
古
學
の
資
料
こ
し
て
、
實
用
的
器
具
に
比
し
て
、
夏

に
有
爲
な
る
は
言
ふ
を
須
か
す
、
美
術
史
家
財
美
術
こ
し

て
之
を
研
究
し
、
宗
敷
史
家
a
宗
敷
の
方
面
よ
り
之
を
取

扱
ふ
も
、
考
古
三
者
は
更
に
一
般
丈
化
の
研
究
こ
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
方
面
よ
り
之
を
利
用
す
急
き
な
り
Q

　
欧
洲
奮
石
時
代
人
類
②
製
作
に
係
ろ
角
芽
等
の
彫
刻
物
及
洞
穴
中
維
童

．
は
窩
實
の
作
曇
・
し
て
驚
嘆
に
値
す
。
曾
て
共
の
眞
傭
を
疑
は
れ
し
も

　
現
時
演
者
に
其
の
眞
物
な
る
を
確
信
ゼ
リ
、
我
國
に
於
ゼ
て
も
着
器
時



代
よ
り
土
偶
等
の
遺
物
あ
噸
、
金
厩
時
代
に
入
り
て
は
鑛
輪
偶
像
石
人

墳
墓
の
衰
飾
等
あ
る
も
、
頗
る
弱
貧
嫁
ε
を
琵
れ
す
G
我
が
京
都
文
科
…

大
鷺
老
古
學
研
究
報
告
第
一
，
冊
に
、
雌
の
内
「
半
天
に
於
け
る
装
飾
あ

る
古
墳
横
穴
」
に
就
キ
て
調
査
ぜ
る
も
の
に
係
る
。
　
（
蝿
章
未
完
）

一
光
　
琳
　
ご
　
破
笠
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
士
　
三
井
　
利
圃
吉
　
郎

　
書
人
心
に
諒
す
る
批
評
的
研
究
に
乏
し
い
我
國
の
現
駄
　
　
光
琳
傳
説
申
最
も
よ
く
人
に
知
ら
れ
て
み
る
も
の
は
花

に
於
て
は
、
書
…
廊
廟
説
の
多
く
は
π
や
素
材
の
ま
、
に
放
　
見
辮
當
の
話
で
あ
る
。
．
談
話
を
流
布
す
る
に
最
も
力
の
あ

棄
さ
れ
て
み
る
。
偶
々
之
に
興
昧
を
戚
ホ
る
も
の
は
弓
術
　
つ
把
ご
患
は
れ
ゑ
近
間
絡
早
発
』
は
其
の
出
所
を
記
し
て

的
よ
り
も
寧
ろ
丈
學
的
に
之
を
解
せ
ん
こ
す
る
結
果
、
素
　
み
な
い
が
、
故
飯
島
民
の
稿
本
『
蒔
給
師
傳
』
よ
り
出
た
事

材
の
創
作
卸
量
化
を
受
け
セ
場
合
が
多
い
。
近
頃
光
琳
擦
　
は
殆
ざ
疑
が
無
い
。
π
や
細
か
に
注
意
す
れ
ば
、
蒔
肥
師

説
の
寄
る
の
も
の
に
就
て
此
純
の
例
に
接
し
た
の
を
機
會
　
博
に
「
竹
皮
の
一
．
面
命
箔
を
押
し
出
水
花
鳥
な
ご
細
か
に

に
、
夫
等
の
解
繹
に
樹
す
る
私
見
を
述
べ
、
併
せ
て
書
人
　
書
き
て
あ
り
」
ご
あ
る
の
を
、
絡
書
史
に
は
「
花
鳥
由
水

傳
説
の
古
史
更
料
こ
し
・
て
の
意
義
の
一
端
を
執
明
か
に
し
　
を
蒔
維
し
し
ご
し
元
丈
け
の
相
蓮
が
見
ね
る
。
然
し
此
の

た
い
ご
思
ふ
。
．
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
瓢
に
就
て
別
に
田
所
が
あ
っ
π
ご
は
思
は
れ
囎
め
で
、
絡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
史
の
薯
者
は
金
地
濃
彩
の
絡
の
上
に
握
飯
煮
し
め
を
置

第
三
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
・
叢
尺
傷
訊
の
解
繹

第
ご
號

九
五
　
（
二
七
㎜
）


